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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公開番号】特開2016-22184(P2016-22184A)
【公開日】平成28年2月8日(2016.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-009
【出願番号】特願2014-148562(P2014-148562)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｆ  33/02     (2006.01)
   Ｄ０６Ｆ  37/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｆ   33/02     　　　Ｔ
   Ｄ０６Ｆ   33/02     　　　Ｋ
   Ｄ０６Ｆ   37/28     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月10日(2015.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　筺体内に設けられる洗濯槽と、
　前記洗濯槽内の底部に設けられる回転翼と、
　前記筺体の上部に設けられ、前記洗濯槽に対して洗濯物を出し入れする際に開閉される
蓋と、
　前記洗濯槽に給水する給水手段と、
　前記回転翼および前記給水手段を制御する制御部と、
　を備え、少なくとも洗い工程、すすぎ工程および脱水工程を有する洗濯機において、
　前記蓋は、前記洗濯槽内を視認可能な透明部を有し、
　前記給水手段から給水することで前記洗濯槽内の水量を増加させる第１操作部を備え、
　前記制御部は、運転開始後の前記洗い工程および前記すすぎ工程の少なくとも一方の工
程において、前記第１操作部を操作している間、継続して前記給水手段から給水すること
を特徴とする洗濯機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、筺体内に設けられる洗濯槽と、前記洗濯槽内の底部に設けられる回転翼と、
前記筺体の上部に設けられ、前記洗濯槽に対して洗濯物を出し入れする際に開閉される蓋
と、前記洗濯槽に給水する給水手段と、前記回転翼および前記給水手段を制御する制御部
と、を備え、少なくとも洗い工程、すすぎ工程および脱水工程を有する洗濯機において、
前記蓋は、前記洗濯槽内を視認可能な透明部を有し、前記給水手段から給水することで前
記洗濯槽内の水量を増加させる第１操作部を備え、前記制御部は、運転開始後の前記洗い
工程および前記すすぎ工程の少なくとも一方の工程において、前記第１操作部を操作して
いる間、継続して前記給水手段から給水することを特徴とする。
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